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其の

10

　
「
か
な
た
に
蔵
王
仰
ぎ
つつ
…
」
田
原
東

部
小
学
校
、「
い
や
ま
す
か
お
り
蔵
王
山

…
」
田
原
中
学
校
、「
な
つ
か
し
き
衣
笠
蔵

王
…
」
成
章
高
校
。
旧
田
原
町
内
の
小
中

学
校
、
高
等
学
校
の
校
歌
に
は
蔵
王
山
が

数
多
く
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。
渥
美
半
島
の
シ

ン
ボ
ル
的
な
山
で
あ
り
、
標
高
２
５
０ｍ
の

仰
ぎ
見
る
存
在
で
す
。
ま
た
、「
信
仰
の
山
」

で
あ
り
、
蔵
王
の
名
前
の
由
来
で
あ
る
と
も

い
わ
れ
る
吉
野
金
峯
山
寺
蔵
王
堂
の
菩
薩

を
勧
請
し
、
蔵
王
権
現
が
昭
和
47
年
に
再

建
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
仰
ぎ
見
る
蔵
王
山
に
開
発
の
手
が

加
え
ら
れ
た
の
は
、
今
か
ら
約
60
年
前
の

昭
和
34
年
か
ら
で
す
。
ま
ず
観
光
道
路
の

工
事
を
自
衛
隊
が
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
を
使
っ
て

進
め
、
昭
和
38
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
翌

39
年
に
は
名
古
屋
鉄
道
㈱
の
資
本
に
よ
り

蔵
王
山
展
望
台
が
で
き
、
観
光
地
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

昭
和
40
・
50
年
代
、
蔵
王
山
を
訪
れ
る

観
光
客
は
年
間
約
15
万
人
ほ
ど
で
し
た
。

海
水
浴
客
が
訪
れ
る
８
月
が
最
も
多
く
、

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
も
観
光
客
の
呼
び
込
み

を
図
り
ま
し
た
。「
秋
の
蔵
王
山
ま
つ
り
」

と
し
て
催
し
物
も
行
わ
れ
ま
し
た
。「
空

中
皿
投
げ
大
会
」
も
そ
の
ひ
と
つ
で
し
た
。

ま
た
、
ふ
も
と
に
は
観
光
客
用
の
み
か
ん
狩

り
園
も
開
か
れ
ま
し
た
。
昭
和
49
年
11
月

に
は
、
皇
太
子
ご
夫
妻
が
お
立
ち
寄
り
に

な
ら
れ
、
三
河
港
の
整
備
状
況
な
ど
を
視

察
さ
れ
ま
し
た
。

　

展
望
台
は
完
成
か
ら
約
30
年
た
っ
た
平

成
５
年
に
、
老
朽
化
に
伴
う
建
て
替
え
工

事
を
始
め
、
翌
６
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
年
開
催
の
「
わ
か
し
ゃ
ち
国
体
」
に
合

わ
せ
る
意
味
も
あ
り
ま
し
た
。
展
望
台
の

営
業
は
昼
間
だ
け
で
な
く
、
夜
の
９
時
ま

で
行
い
ま
し
た
。
夜
景
の
美
し
さ
が
認
め
ら

れ
、
平
成
16
年
に
は
「
日
本
夜
景
１
０
０

選
」
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
36
年
６
月
の
「
田
原
広
報
」
で
は
、

「
蔵
王
に
登
れ
ば
眼
下
に
ひ
ら
け
る
渥
美
湾

の
静
け
さ
、
ポ
ッ
カ
リ
浮
か
ぶ
神
秘
的
な
姫

島
、
仁
崎
か
ら
大
洲
崎
と
つ
づ
く
海
岸
線

…
」
と
山
頂
か
ら
の
景
色
を
述
べ
、
平
成

６
年
４
月
の
「
広
報
た
は
ら
」
で
は
、「
三

河
湾
側
を
向
く
と
、
臨
海
部
の
埋
立
造
成

地
を
は
じ
め
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
中
の
白
谷

海
岸
…
」
と
そ
の
変
貌
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

蔵
王
山
は
こ
の
60
年
で
、
仰
ぎ
見
る
対

仰
ぎ
見
る
山
か
ら

渥
美
半
島
を
展
望
す
る
山
へ

～
蔵
王
山
の
開
発
60
年
～

象
の
山
か
ら
、
私
た
ち
が
そ
の
山
頂
に
足

を
置
き
、
現
在
と
将
来
の
半
島
の
姿
を
展

望
す
る
所
と
な
り
ま
し
た
。

（
執
筆
委
員
・
藤
原
喜
郎
）

▼「
も
っ
と
花
の
素
晴
ら
し

さ
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
」

２
月
20
・
21
日
の
両
日
に
開
催
さ
れ

る「
渥
美
半
島　

花
の
超
祭
典
」は
、

花
の
生
産
者
の
皆
さ
ん
の
熱
い
想
い

か
ら
実
現
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。使

用
す
る
花
の
数
は
驚
き
の
１
万
６
千

本
！
趣
向
を
こ
ら
し
た「
百
花
繚
乱
」

な
ら
ぬ「
万
花
繚
乱
」の
会
場
で
、笑

顔
の
花
も
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。（
Ｈ
）

【
表
紙
の
写
真
】渥
美
半
島
２
月
の
花（
ガ
ー
ベ
ラ
）の
花
束

本誌は再生紙を使用しています。

N
o.804 平

成
28

年
2

月１
5

日
号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

 ●蔵王山展望台（昭和50年代後半）

 ●蔵王山頂にあった皿投げ場（昭和40年代） 前方の的を目がけて投げる


